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１．はじめに  

 プレキャストコンクリートにおいて，表面美

観に対する意識が高まっており製造後の補修に

多大な労力と費用が掛かっている．表面美観向

上の一対策として，充填性の優れる高流動コン

クリートが使用されている．しかしながら，高

流動コンクリートを用いたコンクリート製品の

表面気泡に及ぼす配合条件の影響は明確になっ

ていない． 

本研究は，プレキャストコンクリートでの表

面美観向上に関する検討の一環として，高流動

コンクリートにおいてs/aが表面気泡率に与える

影響について検討した． 

２．実験概要 

 表-1に使用材料を，表-2 にコンクリートの配

合を示す．高流動コンクリートを対象とし，s/a を

変化させた計 4 配合とした．試験項目は，スラン

プフロー(JIS A 1101)，空気量(JIS A 1128)，コンク

リート温度(JIS A 1156)，円筒貫入試験 1)とした．

各種フレッシュ性状を測定後，コンクリートを歩

道版の型枠(製品寸法；幅 436mm 厚さ 100mm 高

さ 500mm)(図-1)に無振動で打込み，翌日脱型を

行った供試体を打込み面に対して上，中，下に 3

等分して面解析により表面気泡率を測定した(図

-2)．ここで，表面気泡率に明確な基準はないが，

補修が必要と思われる表面気泡に関するアンケ

ート調査において，表面気泡率が 0.50%以上の場

合に表面美観に対して違和感があるという報告

2)がある．そこで，本報告では 0.50%を評価基準

とした．また，s/a を変化させた場合の材料分離

抵抗性を確認するため，供試体を縦に切断し，打

込み面に対して上，中，下に 3 等分して面解析に

より粗骨材分布を測定した． 
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表-1 使用材料 
  記号 種類 物性 

練混ぜ水 W 上水道水 - 

セメント C 
普通 

ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 
密度：3.16g/cm3 

混和材 LF 石灰石微粉末 密度：2.72g/cm3 

細骨材 S 宮崎県高城産砕砂 表乾密度：2.61g/cm3 

粗骨材 G 宮崎県高城産砕石 
表乾密度：2.61 g/cm3 

M.S.：20mm 

混和剤 SP 高性能減水剤 
ﾎﾟﾘｶﾙﾎﾞﾝ酸ｴｰﾃﾙ系 

化合物 

 

表-2 コンクリートの配合 

W/P 

(%) 

s/a 

(%) 

単位量（kg/m3） 
混和剤 

(Cx%) 

ｽﾗﾝﾌﾟ 

ﾌﾛｰ 

(cm) 

空気量 

(%) 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

温度 

(℃) W C LF S G SP 

28.8 

41.9 

166 320 256 

670 944 0.70 72.5 1.6 18.0 

38.9 629 987 0.63 65.0 1.5 18.0 

35.9 579 1036 0.63 68.0 1.4 18.0 

32.9 530 1086 0.63 71.0 1.4 18.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 使用した型枠 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 コンクリート肌面 
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３．実験結果  

図-3に s/a と表面気泡率，流入モルタル値の関

係を示す．s/a が低くなるにつれて表面気泡率は

低減する傾向にあり，s/a=38.9%～41.9%では下部

よりも上部，中部に表面気泡が多く点在した．こ

れは，コンクリートを打込み後に表面気泡が上部

へ抜けるためと考えられる．また，コンクリート

中のマトリックスモルタルの流動性の指標 3)で

ある流入モルタル値は，s/a が下がるにつれて大

きくなる傾向を示した． 

図-4 に流入モルタル値と表面気泡率の関係を

示す．流入モルタル値は大きくなることで表面気

泡率が低減する傾向を示した．また，型枠状態や

剥離剤の影響等も考えられるが，今回検討した配

合については流入モルタル値 40mm 以上に設定

することで表面気泡率 0.50%以下に低減できる

ことが考えられた． 

図-5に s/a と粗骨材量の変動率の関係を示す．

s/a を変化させたいずれの配合も±10%以内に分

布しており s/a の影響は認められず，材料分離抵

抗性に違いは見られなかった．  

４．まとめ  

(1) s/a を下げることで，表面気泡率は低下する

ことが高流動コンクリートにおいても確認

できた． 

(2) s/a を下げることで，同一スランプフローの

コンクリートであってもモルタルの流動性

は増加していると考えられた．そして，モル

タルの流動性が高いほど，表面気泡を埋める

ことで表面気泡率が低減できると推察され

た． 

(3) 流入モルタル値 40mm 以上に設定すること

で表面気泡率 0.50%以下に低減できると考

えられた． 
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図-3 s/aと表面気泡率，流入モルタル値の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-4 流入モルタル値と表面気泡率の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-5 s/aと粗骨材量の変動率の関係 
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